
十

月

例

会

御

案

内

公
益
財
団
法
人
〔
令

和

元

年

・
通

算

第

七

〇

〇

回

〕

 

○

御

案

内

▽

月

例

講

話

会

・
第

七

〇

〇

回

・
記

念

講

話

。

ま

た

昭

和

五

十

四

年

一
月

か

ら

開

始

し

て

、

丁

度

四

十

年

に

な

り

ま

す

。

十

月

二
十

八

日

(
月

)

十

一
時

半

入

館

可

、

正

午

～

午

後

二
時

半

参

議

院

議

員

会

館

・
地

下

一
階

一
〇

八
会

議

室

講

題

『
昭

和

天

皇

・
拝

謁

記

』

に

つ
い

て

の

要

約

・
解

説

!

講

師

古

川

隆

久

先

生

・
歴

史

学

者

(
日

本

近

代

史

)

・
日
本

大

学

文

理
学

部

教

授

。

本

年

八

月

中

旬

、

N

H

K

ニ

ュ
ー

ス

に

て
、

被

占

領

下

の

日
本

で
、

昭

和

天

皇

に
仕

え

た

田
島

道

治

初

代

宮

内

庁

長

官

が

約

五

力

年

に
わ

た

り

、

昭

和

天

皇

か

ら

う

か

が

っ
た

六

〇

〇
回

に

及

ぶ

対

話

を

記

し

た

『
拝

謁

記

』

と

題

す

る

十

八

冊

の
手

帳

が

、

田

島

元

宮

内

庁

長

官

の
御

遺

族

か

ら

N

H

K

に
寄

贈

さ

れ

た

と

の

ニ

ュ
ー

ス
に

接

し

ま

し

た

。

当

財

団

の
創

立

会

長

・
岸

信

介

元

総

理

は

、

晩

年

、

昭

和

天

皇

か

ら

の

お

招

き

で
皇

居

へ
参

上

し

て
お

り

ま

し

た

。

そ

し

て
、

昭

和

天

皇

は

、

昭

和

六

十

二
年

八

月

七

日

夕

、

岸

信

介

元

総

理

の
計

報

に
接

す

る

や

、

そ

の
場

で

三

首

の

御

製

を

お

詠

み

に
な

っ
て
お

ら

れ

ま

す

。

今

回

は

こ

の
月

例

講

話

会

の
七

〇

〇

回

記

念

と

し

て
、

前

記

『
拝

謁

記

』

を

通

読

さ

れ

た
古

川

隆

久

先

生

か

ら

、

そ

の
内

容

の
要

旨

を

御

解

説

い

た

だ

き

ま

す

。

奮

っ
て

の
御

参

加

を

!

(
清

原

記

)

口

当

日
会

費

(
昼

食

代

含

む

)

会

員

は

三

千

円

、

外

部

か

ら

の
参

加

者

は

五

千

円

協

和

協

会

 

十

月

二
十

四

日

(
木

)

ま

で

に

出

欠

の

御

連

絡

賜

り

た

く

。

 

○

御

報

告

近

年

の

日
本

は

、

六

月

か

ら

猛

暑

が

続

い

て
梅

雨

時

に

ス

コ
ー

ル

の
よ

う

な

大

雨

に
な

っ
た

り

、

連

続

集

中

豪

雨

で

こ
れ

ま

で

に
災

害

が

な

か

っ
た

河

川

が

氾

濫

し

洪

水

と

な

っ
た

り

、

風

速

五

十

㍍

を

越

す

強

風

に
よ

り

鉄

塔

が

倒

れ

長

い
停

電

や

家

屋

被

害

が

出

る

な

ど

、

庶

民

感

覚

で
も

異

常

気

象

を

痛

感

し

、

人

類

に

よ

る

C

O

2

対

策

が

急

が

れ

ま

す

。

こ

れ

に

対

し

て
、

外

国

の
大

統

領

な

ど

は

、

そ

れ

は

人

類

に
よ

る

も

の

で

な

く

、

宇

宙

・
太

陽

系

に

よ

る

変

動

の

た

め

と

す

る

意

見

も

出

て
、

ど

ち

ら

が

原

因

な

の

か

、

ま

た

、

両

者

が

関

わ

っ
て

い

る

と

す

れ

ば

、

そ

の
割

合

は

ど

の

よ

う

な

比

率

に
な

る

の
か

?

こ

の
点

が

分

か

ら

な

い
と

、

対

策

の
立

て

よ

う

も

あ

り

ま

せ

ん

。

そ

こ

で
、

去

る

九

月

二
十

六

日

の
月

例

講

話

会

は

、

永

年

気

象

行

政

に
携

わ

ら

れ

、

生

き

字

引

と

い
わ

れ

て

い

る

橋

田

俊

彦

気

象

庁

前

長

官

に
お

願

い

し

、

御

講

話

を

い
た

だ

き

ま

し

た

。

橋

田
俊

彦

先

生

は

、

当

財

団

の
要

請

に

応

じ

、

『
人

類

の
活

動

は
、

気

候

変

動

(
地

球

温

暖

化

)

や

異

常

気

象

に

影

響

を

与

え

て

い

る

か

?

』

と

題

す

る

四

十

頁

を

越

す

資

料

を

創

っ
て
下

さ

り

、

懇

切

な

御

解

説

を

下

さ

い
ま

し

た

。

そ

の
内

容

は

、

広

範

に

わ

た

り

全

部

を

御

紹

介

で

き

ま

せ

ん

が

、

そ

の
要

旨

と

し

て
、

橋

田

先

生

は

、

ま

ず

地

球

上

で

工
業

化

が

始

ま

っ
た

一
八

八

〇

年

か

ら

二

〇

一
二
年

の
間

で
、

気

温

が

○

・
八

五

度

上

昇

し

て

い

る

。

数

々

の

統

計

資

料

を

分

析

す

る

と

、

太

陽

周

期

に
よ

る

自

然

原

因

は

最

大

で
約

○

・

一
度

で
あ

り

、

火

山

噴

火

や

エ
ル

ニ
ー

ー

ニ

ョ
現

象

な

ど

自

然

的

な

要

素

も

あ

る

が

、

そ

の
主

原

因

は

、

大

気

中

の

二

酸

化

炭

素

、

メ

タ

ン
、

一
酸

化

二

窒

素

の
増

加

と

い

う

人

為

的

な

要

素

に
よ

る

、

と

考

え

ざ

る

を

え

な

い
。

ま

た

、

異

常

気

象

と

は

、

「
あ

る

地

域

、

あ

る
時

期

に
お

い

て

、

三

〇

年

に

一
回

以

下

の
頻

度

で
発

生

す

る

現

象

」

と

定

義

さ

れ

て

い

る

。

世

界

の
平

均

気

温

の
予

測

統

計

で

は

、

こ

の
ま

ま

、

温

室

効

果

ガ

ス

の

排

出

が

続

け

ば

、

気

温

は

ま

す

ま

す

高

く

な

っ
て
行

く

で
あ

ろ

う

し

、

年

平

均

降

水

量

も

増

加

す

る

可

能

性

が

高

い
。

日

本

だ

け

見

て
も

、

平

均

気

温

は

約

四

・
五

度

上

昇

、

猛

暑

日

は

年

間

二

〇

日
、

大

雨

発

生

も

二

倍

以

上

に
な

る

だ

ろ

う

、

と

さ

れ

、

こ

れ

に
対

す

る

対

策

に

つ
い

て

も

種

々
言

及

さ

れ

、

国

は

早

急

に
対

策

を

立

て
る

必

要

が

あ

る

と

痛

感

い
た

し

ま

し

た

。

(
清

原

記

)

▽

「
公

益

財

団
法

人

協

和

協

会

」

と

は

昭

和

四

十

九

年

、

岸

信

介

元

総

理

に

よ

っ
て

創

立

さ

れ

た

財

団

。

活

動

趣

旨

は

、

「
政

党

・
派

閥

・
利

害

・
打

算

の
次

元

を

超

え

て

、

真

に
国

家

的

課

題

を

研

究

調

査

し

、

特

に
重

要

課

題

は

、

政

府

宛

要

請

書

を

作

っ
て
、

時

の
政

府

へ
提

出

す

る

」

こ

と

に
あ

る

。

昭

和

五

十

四

年

か

ら

本

格

活

動

に

入

り

、

月

例

講

話

会

の
他

に

八

つ

の
部

会

と

、

五

～

六

の
委

員

会

が

あ

り

、

こ

れ

ま

で

に

百

三

十

七

本

の
要

請

書

を

時

の
政

府

に
提

出

し

て

い

る

。

第

二
代

会

長

は

福

田

越

夫

元

総

理

、

第

三

代

会

長

は

櫻

内

義

雄

元

衆

議

院

議

長

、

第

四

代

会

長

は

塩

川

正

十

郎

元

財

務

大

臣

、

第

五

代

会

長

代

行

と

し

て
、

江

口

一
雄

元

衆

議

院

議

員

、

現

在

、

第

六

代

は

代

表

理

事

兼

会

長

代

行

と

し

て
、

岸

信

夫

衆

議

院

議

員

・
前

衆

議

院

安

全

保

障

委

員

長

、

元

外

務

副

大

臣

が

就

任

し

て

い

る

。

▽
事

務

局

電

話

(
0

3

)
3

5

8

1

●

1

1

9

2

代

表

理

事

兼

専

務

理

事

・
清

原

淳

平

、

総

務

重

田

、

高

津


